
　「技能五輪国際大会」は、各国の若者が国際的に技
能を競うことにより、参加国の職業訓練の振興と技能
水準の向上等を目的に２年に１度開催され、日本での
開催は１９７０年の東京、１９８５年の大阪に続く２２
年ぶり３回目。静岡県沼津市を会場に、溶接や西洋料
理など４７職種で競技が行われました。 

　「国際アビリンピック」は、障害者の職業的自立意
識の喚起、社会一般の理解の増進等を図ることを目的
に概ね４年に１度開催され、１９８１年の第１回大会
が東京で行われて以来、日本での開催は２６年ぶり２
回目。静岡県静岡市を会場に、ホームページ作成や機
械ＣＡＤなど職業技能競技２６種目、編物や絵画など
生活余暇技能競技４種目が行われました。 

　技の祭典「２００７年ユニバーサル技能五輪国際大会」が、１１月１４日～２１日の間静岡県で行われま
した。この大会では、世界トップクラスの若き「匠」たちがものづくりの技を競い合う「第３９回技能五輪
国際大会」と、障害を持つ人たちが世界レベルの技を競う「第７回国際アビリンピック」の２つの国際大会
が開催。史上初めて同時開催された大会に、６２の国・地域から約３，７００人が参加し、来場者は予想を
はるかに上回る２９万３千人となりました。 

金賞：データベース作成（基礎） 編物 
銀賞：データベース作成（基礎） 貴金属装 身具 

受賞者総数 
うち日本 
うち東京都派遣選手 

金賞 銀賞 銅賞 特別賞 計 

金賞：情報ネットワーク施工 造園 
銀賞：建築大工 

受賞者総数 
うち日本 
うち東京都代表選手 

金賞 銀賞 銅賞 計 
53 
16 
2

56 
5 
1

56 
3 
0
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24 
3
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●トピックス 
　2007年ユニバーサル技能五輪国際大会 
　モノづくり日本　金メダルの数は首位！ 
●〔取材レポート〕第39回 技能五輪国際大会　世界各国の若き匠が技能を競う！ 
　第７回 国際アビリンピック　世界各地の障害者が集まり職業技能を競う！ 
●〔セミナーレポート〕労働相談情報センターの労働セミナー＆相談会 
　「どう違う！？派遣・契約・パート労働のポイント」 ～改正パート労働法を学ぶ～ 
●労働相談情報センター　19年度上半期の労働相談状況 
　「メンタルヘルス」相談が前年度の3.3倍に大幅増加！ 
●〔イベントレポート〕障害者就労支援シンポジウム 
　～進めよう精神障害者の雇用継続支援～  
●職業能力開発センター4月入校生募集 
●労働相談情報センターのセミナー　 
●東京しごとセンターのセミナー　 
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TOPICS 2007年ユニバーサル技能五輪国際大会 
モノづくり日本　金メダルの数は首位！ 
2007年ユニバーサル技能五輪国際大会 
モノづくり日本　金メダルの数は首位！ 

２つの大会の模様を、２～３面で取材レポートを交えてご紹介します。 
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　技能五輪国際大会は、世界各国の２２歳以下の若者が４７職種でその技を競い合い、
４６カ国・地域から８１３人の選手が参加。日本からは５１人の選手が参加し、金メ
ダル１６個を獲得！日本は２大会連続で金メダル数首位となり、「ものづくり立国・日
本」の復活を印象付けるものとなりました。若き匠達の競技が行われた会場の様子を
ご紹介します。 

「パン製造」競技の様子 

　会場には、小・中・高校の生徒達の姿も多く見
受けられました。世界最高峰の技能を間近にして、
目をキラキラ輝かせながら選手達の姿を見つめ、「か
っこいい！」と歓声をあげる子供たち。「将来、
技能五輪に出場したい」と言う小学生もいたそう
です。会場となった沼津市の小中学校で「１校１
国サポート」として海外の選手団を受け入れたこ
とも手伝い、会場では外国の旗を振る生徒の姿も
見られました。技能者を、身近にそして憧れの職
種として感じることができたのではないでしょうか。  
 
 
 
　若者のものづくり離れと技能者の高齢化により
技能継承が困難になり、日本経済を支えてきた製
造業は大きな転換点に立っています。短期的な利
益を追求し、工場の海外移転や製品の外注化が進
んだ時期もありました。しかしながら、大企業を
中心に「ものづくりで一番重要なのは人づくりで
ある」という再認識のもと、人材教育・技能伝承
重視の傾向が強まり、その成果が大会結果に表れ
たとも言えます。 
　また、次代を担う若者を含め多くの方が、普段
見る機会の少ないものづくりの現場に触れ、それ
が職人の手によって支えられていることを実感す
ることで、「技能の魅力伝承」「ものづくりの機運
醸成」も実現できたことと思います。ものづくり
復権への確かな手応えを感じさせる実り多き大会
になりました。 

〔取材レポート〕第３９回 技能五輪国際大会 

世界各国の若き匠が技能を競う！ 
～日本の金メダルは１６個！２大会連続で金メダル数首位獲得～ 

開会式の様子 

技能の魅力伝承 次代を担う若き匠達の競演 

ものづくりに対する意識向上に向けて 

東京都産業労働局でも中小企業の技能継承を応援！ 
　以下の事業を始め様々な支援を行っています。 
　詳細はＴＯＫＹＯはたらくネット 
（http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/）をご覧下さい。 
 
・ものづくりの魅力を体験する、技能を磨く 
　→「ものづくり体験塾」、「職人塾」、「名工塾」 
・ものづくり機運を高める 
　→「東京マイスター」の認定、 
　「中小企業ものづくり人材育成大賞」の表彰 

　ピーンと張り詰めた空気、真剣に作業に取り組
む選手達、固唾を飲んで見守る観客達。会場に入
るとまず、その雰囲気に圧倒されました。国の威信、
企業の名誉、地区大会等で敗れた者達の思い、家
族・友人・先輩や同僚のサポートなど、若い選手
達の背負うものの大きさが、一挙手一投足からひ
しひしと伝わってきました。 
　技能五輪の各種目は、４日間・約２２時間に渡
る長丁場の競技となるため、今まで身に付けてき
た技術の熟練度に加え、体力や集中力が求められ
ます。また、多くの種目で、普段の仕事現場とは
異なり、来場者から見られて作業を行うことにな
るため、強靭な精神力も必要になります。緊張の
あまり「頭が真っ白になった」選手もいたそうです。  
 
　 
 
　圧巻だったのは、ホール
１会場で行われた自動車関
連の種目。トヨタ、ニッサ
ン、ホンダ等日本を代表す
る企業の自動車が何十台と
陳列され、試作車作成や車
体修復を行う『自動車板金』
（日本が金メダル獲得）、自動車修理に係る技術を
競う『自動車工』、車体の損傷を修理し塗装を施
す『車体塗装』といった種目が行われました。  
　また、『ポリメカニクス』、『ＣＮＣ旋盤』、『Ｃ
ＮＣフライス盤』（３種目とも日本が金メダル獲得）
といった製造業種目が集まるホール４会場では、
普段見ることのできない高度な機械とそれを華麗
に操る選手達の姿に目を釘付けにさせられました。 

　他には、料理関係の種
目が集まるホール７会場
も人気があり、おいしそ
うな香りと美しい料理に、
多くの来場者の方が足を
止めていました。 

「自動車板金」競技の様子 
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　国際アビリンピックは、１５歳以上で障害を持つ世界各国の方々が職
業技能を競うもので、世界３４の国と地域から３６０人、日本からは８２
人の選手が参加しました。そして、前回と前々回の２大会でゼロだった
金メダルを１２個獲得！３大会１２年ぶり過去最多となっただけでなく、
今大会での金メダル数も首位となりました。 

第７回 国際アビリンピック 

世界各地の障害者が集まり職業技能を競う！ 
～日本の金メダル獲得は３大会１２年ぶり！１２個の金メダル数で首位獲得～ 

「データベース（基礎）」競技の様子 

「編物」競技の様子 

　国際アビリンピックは、静岡市を会場に１種目２
～６時間の競技時間で、３０種目を３日間にわたっ
て実施。静まりかえった会場内では、障害者である
ことを忘れてしまうような高度な技があちこちで披
露されていました。アビリンピックの競技時間は長
くても６時間と短期決戦のため、何かひとつ手間取
るとタイムアップになってしまいます。いかに機械
の操作に慣れているか、熟練の技や職人の勘が勝負
を左右します。 
　日本の選手は金メダルの数が１２個と参加国・地

域の中でメダル数首位に
立ち、メダル獲得総数で
も４４個とダントツ首位。
特に「精密板金」、「電子
回路接続」、「家具製作（応
用）」、「歯科技工」、「コ
ンピュータプログラミン
グ」、「データベース作成
（基礎）」、「データベース

作成（応用）」の７種目
では金銀銅メダルを独
占しました。 
　そして、東京都から
日本代表として出場し
た７名の選手のうち、「デ
ータベース作成（基礎）」
で金メダルと銀メダル、
「編物」で金メダル、「貴
金属装身具」で銀メダルを獲得しました。 
　また、会場となった静岡市ではアビリンピックに
参加する各国選手と市内小・中・養護学校が交流す
る「静岡フレンドシッププログラム」を実施。交流
した国の選手を応援する地元の子供達の姿もみられ、
国際理解と障害のある方への理解を深める良い機会
になったのではないかと思います。 
　次の国際アビリンピックは２０１１年に韓国・ソ
ウルでの開催。４年後の次回大会にむけて、新たな
挑戦が始まります。 

　１１月８日（木）、東京都庁にて「東京都優秀技能
者（東京マイスター）等表彰式」が行われました。
これは、毎年１１月の「職業能力開発促進月間」に
あわせて行われているもので、東京マイスターに認
定された方々や中小企業ものづくり人材育成大賞の
受賞企業等に、知事賞を贈呈しました。 
　「東京マイスター」とは、極めて優れた技能を持ち、
他の技能者の模範と認められた方々で、寝具仕立工
や美容師、日本料理人など様々な職種で４０名が受
賞しました。 

　また、「中小企業ものづくり人材育成大賞」
は、技能者の育成と技能継承に取り組まれ
ている中小企業で特に成果をあげられた企

業に授与するもので、今年度の大賞には金属加工業
の堀越精機㈱（大田区大森西）が受賞しました。 
　その他に、東京ものづくり若匠認定者（東京プレ
マイスター）、優良認定職業訓練実施団体及び認定職
業訓練功労者、技能検定功労者（検定委員・団体役員）、
技能グランプリ成績優秀者の方々
に感謝状等を贈呈し、東京の「も
のづくり」を支える４社・１団
体・１５１名を表彰しました。 

■平成１９年度アビリンピック東京大会に出場する方を募集します。 
◆開催日時　平成20年2月23日（土）9時半から15時半 
◆会　　場　東京障害者職業能力開発校 
　　　　　　小平市小川西町2-34-1 
　　　　　　（西武国分寺線・西武拝島線小川駅下車　徒歩5分） 
◆競技種目　①身体・精神障害者対象：ワープロ、表計算 
　　　　　　②視覚障害者対象：パソコン操作 
　　　　　　③知的障害者対象：パソコンデータ入力、喫茶サービス、 
　　　　　　　　　　　　　　　オフィスアシスタント 

◆募集期間　12月3日（月）～平成20年1月18日（金） 
◆申 込 先　社団法人東京都雇用開発協会 
　　　　　　103-3296-7224 
　　　　　　　　 03-3296-7230 
詳細は、　  ＴＯＫＹＯはたらくネット 
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/　をご覧ください。 
【問い合わせ先】産業労働局職業能力開発課 
　　　　　　　　103-5320-4717

平成19年度アビリンピック東京大会　出場選手募集 

FAX

HP

東京の「ものづくり」を支える人・企業を表彰！ 
東京都優秀技能者（東京マイスター）等表彰式 

東京都からの派遣で日本代表選手として 
参加した７名の皆さん 
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　１１月は東京都の「パート・派遣・契約社員等の労働月間」として、各労働相談情報センターで様々
なセミナーや相談会が行われました。その中から労働相談情報センター亀戸事務所主催のセミナー「ど
う違う！？派遣・契約・パート労働のポイント」の様子と改正パート労働法のポイントをご紹介します。 

弁護士の江上千惠子氏 
相談経験豊富で具体的な事例を 
交えてわかりやすい話でした。 

〔セミナーレポート〕労働相談情報センターの労働セミナー＆相談会 

「どう違う！？派遣・契約・パート労働のポイント」 
～改正パート労働法を学ぶ～ 

　１１月２１日（水）１４時～足立区勤労福祉会館（足立区綾瀬）にて、労働相談
情報センター亀戸事務所主催、足立区産業経済部就労支援室との共催で、労働セミ
ナー「どう違う！？派遣・契約・パート労働のポイント」が行われました。講師に
弁護士の江上千惠子氏を迎えて、約６０名が参加。平成２０年４月に施行となるパ
ートタイム労働法の改正点のポイントを学びました。 

　セミナーの中で、今回の改正のハイライ
トは「均衡のとれた待遇」と話す講師の江
上氏。パート労働者の待遇を、通常の労働
者との働き方の違いに応じて均衡（バランス）
を図るための措置を講じるように規定され
た点について、衣料品販売での正社員とパ
ート社員の業務を例にあげながら説明しま
した。具体的には、「職務」、「人材活用の仕
組み」、「契約期間」の３つの要件が通常の
労働者と同じかどうかがポイントで、転勤
の有無や契約期間の定めがある場合でも更
新を繰り返している、など判断するポイン
トを具体的に解説。３つの要件全てを備え
ていれば、「正社員と同視すべきパート労働
者」として、パート労働者であることを理
由に差別的に取り扱うことが禁止。全てを
備えていないパート労働者についても、賃
金の決定や教育訓練、福利厚生について、
正社員との均衡を考慮するように努力義務
が規定されたと述べました。 

〔改正パート労働法〕 
具体例をあげてポイントを説明 

今回の改正のハイライトは 
「均衡のとれた待遇」 

　セミナー後半では、派遣社員の働き方について
取り上げ、派遣社員は労働者派遣法の適用を受け
ることと、派遣元と派遣先と労働者の関係を図に
示しながら、派遣の働き方を確認。そして、最近
問題になっている偽装請負の問題にも触れ、請負
契約と派遣契約の働き方の違いについて大工と家
の注文主を例にあげて説明しました。また、請負
契約と言いながら指揮命令権が派遣の働き方と同
じであった実例をあげて詳しく解説し、請負契約
と派遣契約の違いを強調しました。 

　セミナー終了後には相談会が行われ、社会保険
労務士、足立社会保険事務所とハローワーク足立
の職員、労働相談情報センターの職員が様々な内
容の相談に応じました。さらに１８時半からは夜
の部のセミナーとして「働き方の多様化と労働
契約の留意点～採用、退職時等のトラブル事例
から学ぶ～」（講師：社会保険労務士吉瀬君江氏）
が行われ、多くの参加者が引き続いて参加しま
した。 

偽装請負？！ 
派遣契約と請負契約の違いを解説 

多様な相談に応える「相談会」も実施！ 

〔パートタイム労働法　改正のポイント〕 
（1）雇い入れの際、一定の労働条件（昇級、退職手当、賞与の有無）を文

書等で明示することが義務化 
（2）雇い入れ後、パート労働者から求められた場合、パート労働者の待遇

の決定に当たって考慮した事項を説明することが義務化 
（3）「通常の労働者と同視すべきパート労働者」の待遇を、差別的に取り

扱うことを禁止 
（4）働き方に応じて、賃金の決定や教育訓練等の待遇を決定することが配

慮義務化 
①賃金の決定方法 
　事業主は、通常の労働者との均衡を考慮し、パート労働者の職務内容、成果、
意欲、能力、経験などを勘案して賃金を決定することが努力義務化 

②教育訓練 
・通常の労働者と職務が同じ場合、パート労働者にも教育訓練を行うことが義務化 
・通常の労働者との均衡を考慮し、職務内容、成果、意欲、能力、経験等に応
じてパート労働者の教育訓練を行うことが努力義務化 

③福利厚生施設 
　「給食施設」、「休憩室」、「更衣室」について、パート労働者に利用の機会を
提供するよう配慮義務化 

（5）パート労働者から通常の労働者へ転換する措置を講じることが義務化 
（6）パート労働者と事業主の苦情・紛争解決の仕組みがととのえられます。 
①パート労働者から苦情の申出を受けたときは、事業所内で自主的な解決を図
ることが努力義務化 

②紛争解決援助の仕組みとして、都道府県労働局長による助言、指導、勧告、
均等待遇調停会議による調停、が設けられます。 

【問い合わせ先】東京労働局雇用均等室103-3512-1611

【セミナーに関する問い合わせ先】 
　労働相談情報センター亀戸事務所 
　103-3682-6321



※詳細は東京都職業能力開発協会HPをご覧ください。　  http://www.tokyo-nokaikyo.or.jp  
【申込み・問合せ先】東京都職業能力開発協会103-5211-2352～4
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　産業労働局は１１月に、１９年度上半期（４月～９月）の労働相談状況を発表しました。これは、都内６ヶ所の労働
相談情報センターで実施している労働相談の内容をまとめたもので、上半期の特徴として「メンタルヘルス」相談が前
年度同期の３．３倍と大幅に増加。「職場の嫌がらせ」と「派遣労働」の相談も増えていることがわかりました。 

【問い合わせ先】産業労働局労働環境課 
　　　　　　  　103-5320-4650

労働相談情報センター　１９年度上半期の労働相談状況 

「メンタルヘルス」相談が前年度の3. 3倍に大幅増加！ 
～「職場の嫌がらせ」「派遣労働」の相談も増える～ 

労働相談件数は、前年度同時期とほぼ同じ 

「メンタルヘルス」相談は、上半期で２，６６５件 

　１９年度上半期の相談件数は２５，２９２件で、前年度
同時期２５，０８６件より０．８％増加しました。 
　また、相談内
容では「賃金不
払」が１０．１
％で最も多く、
続いて「解雇」
１０．０％、「労
働契約」８．７
％の順になって
います。 

　「メンタルヘルス」相談は、前年度同時期の８０７件に
対して今年度上半期は３．３倍の２，６６５件。昨年度の
年間合計件数
２，８９１件に
達してしまいそ
うなほど大幅な
増加となりまし
た。相談内容と
しては「人間関
係」１６．６％、
「退職」１０．３
％、「雇用関連」

８．０％が多くなっています。 
　「メンタルヘルス」相談の増加については、長時間労働
など精神的な負担が増えただけでなく、メンタルヘルスに
関する情報がマス
コミなどで取り上
げられることが多
くなり、相談しや
すい環境になりつ
つあるため、と考
えられます。 
　そして、「職場
の嫌がらせ」相談
が、前年度同時期
の１，７８１件に
対して２，１９３
件で２３．１％の
増加。「派遣労働」
に関する相談も、
前年度同時期の１，
３５８件に対して
１，７１７件で２
６．４％の増加と
なりました。 

ビジネス･キャリア検定試験（後期）のご案内 
■各職務分野の実務能力をより的確かつ客観的に評価する試
験で、ビジネス・パーソンのキャリアアップに役立ちます。 

◆試 験 日　3月2日 (日 ) 
◆受験資格　どなたでも受験できます。 
◆分 野 等　生産管理、経営情報システム、経営戦略、法務・

総務、ロジスティクスの2～3級、労務管理、
企業法務、財務管理、マーケティング、生産管
理の1級  

◆受 験 料　1級7,850円　2級5,250円　3級4,200円 
◆申請受付期間 1月4日（金）～16日（水）（消印有効） 
所定の申込用紙を下記へ請求もしくは 
http://www.bc.javada.or.jp/ よりダウンロードして、郵送 

第5回人づくり・ものづくりフェア東京のお知らせ 
◆日時　1月30日（水）・31日（木） 
　　　　10時～16時（31日は15時まで）  
◆会場　東京都立産業貿易センター浜松町館 
　　　　3階展示室 
◆内容　※入場料無料 
　　　　①ステージ 
　　　　　花嫁のお支度とお色直し、式包丁儀式他 
　　　　②つくる体験 
　　　　　和本、花瓶敷、木工品、スツール他 
　　　　③出会う匠の技 
　　　　　タイル加工目地つめ、椅子製作他 
　　　　④見る展示・即売 
　　　　　技能士・訓練生の作品他 

HP

東京都職業能力開発協会からのお知らせ 

《前回のフェアの様子》 

第４回フェア入場ゲート 

ビニールタイル工作 

　年末年始は何かと繁忙な時期であり、普段の作業や生活
のリズムが変わりやすいことに加え、通常では行わない非
定常作業等が多くなる時期です。１２月１５日（建設業は
１２月１日）から１月１５日は「年末年始無災害運動」実
施期間ですので、各事業場・職場においては災害防止のた
めの特別な配慮を行って下さい。 

　また、この時期は働くもの一人ひとりが心新たに日常の
安全衛生活動を総点検するとともに自らの健康や生活習慣
を見直す絶好の機会でもあります。今年の運動標語「年末
年始の安全管理　基本をしっかり　心にゆとり」を合言葉に、
年末を無事故で過ごし、災害のない明るい年始を迎えまし
ょう。 

～東京労働局からのお知らせ～　平成１９年度『年末年始無災害運動』について 

労働相談件数の推移（上半期 ： 4  月～ 9 月） 
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派遣労働相談件数の推移（上半期 ： 4  月～ 9 月） 
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職場の嫌がらせ相談件数の推移 （上半期 ： 4  月～ 9 月） 
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メンタルヘルス相談件数の推移 （上半期 ： 4  月～ 9 月） 
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　最初に、ＮＴＴ東日本関東
病院にて、精神疾患による長
期休業中の労働者向け職場復
帰援助プログラムに取り組ま
れている秋山剛氏が基調講演
を行いました。「本人の問題
としては、①『生活リズム改
善』、②『業務遂行の基礎能
力改善』、③『円滑な対人交流習得』、が必要です。
また、人事担当者には、①『必須となる技術レベ
ル明確化』とともに、②短時間勤務導入等により
『仕事に慣れるための環境整備』を行うことが求
められます。そして、担当医は、①『職場復帰へ
のトレーニング』を通じて、②『回復状況と業務
負担の適切な見極め』をし、③就業継続できるよ
う『本人と人事担当者双方をサポート』していか
なければなりません。」と、経験に基づく説得力
あるお話を頂戴しました。 
 
 
 
 
　引き続いてシンポジウムでは、精神障害者を雇
用する企業の担当者として、富士ソフト企画㈱の
佐織壽雄氏と㈱ストロークの金子鮎子氏から事例
報告がありました。富士ソフト企画㈱では、５５
人の精神障害者を雇っており、情報技術や対人ス
キル等を段階的に習得する社会的トレーニングと
きめ細かいカウンセリングから成る「職業リハビ
リテーションプログラム」を実施。離職率を２％
という低水準に抑えることに成功しています。また、
㈱ストロークの金子氏は、「働きたいという障害
者本人の意志を尊重し、生活リズムの管理や『報・
連・相』の徹底といった社会生活の基本を実践す

ることが大切」と強調されました。 
　行政には、障害者と企業の間に立ち、両者の橋
渡し的役割を担うことが求められます。八王子公
共職業安定所の高橋美和子氏は、障害者雇用の現
状と、企業の現場で職業訓練を行う委託訓練や３
ヶ月程度の試用期間を設けるトライアル雇用、国
の助成金等各種制度を紹介されました。さらに、
独立行政法人高齢・障害者雇
用支援機構の施設である東京
障害者職業センターでカウン
セラーをしている石井伸明氏は、
ケーススタディを通じて、状
況に応じた柔軟な支援内容の
変更や職場における協力体制
構築の必要性を強調しました。 
　 
　 
 
　企業が精神障害者を雇用する際に必要なこと、
それは、第一に「働きたい」という本人の意志を
尊重すること、裏を返せば「精神障害者の雇用は
難しい」と敬遠せず積極的に雇用拡大に取り組む
ことです。そして、雇用・就業にあたっては、精
神科医・カウンセラー・行政と協力し、情報共有
に努めると共に、個人個人に合わせた就業環境整
備や職場トレーニングを実施していくことが重要
です。 
　基調講演とシンポジウム終了後には、会場から
多くの質問も寄せられ、精神障害者雇用に対する
高い関心が感じられました。様々な立場で働く現
場の声を聞くことで、来場された方々も、雇用拡
大のためのヒントを得ることができたのではない
でしょうか 。 

〔イベントレポート〕障害者就労支援シンポジウム　 
～進めよう精神障害者の雇用継続支援～ 

　１１月１日（木）１３時～都庁都民ホールにおいて、障害者就労支援
シンポジウム「進めよう精神障害者の雇用継続支援」が行われました。
精神障害者の雇用は、企業における意識向上や、精神障害者も障害者雇
用率に算定できるようにした障害者雇用促進法の改正等により着実に増
えていますが、障害を明らかにして働く精神障害者の就業率は１％以下
とも言われています。就業促進のためにどのような支援が必要か、医療・
企業・行政の各立場から話していただきました。 

　１１月１２日（月）～２２日（木）の期間、都庁第１庁舎３１階にある産業労
働局雇用就業部にて、知的障害者の職場体験実習が行われ、世田谷区と杉並区の
就労支援機関より各２名ずつが参加しました。これは、知的障害者の一般就労を
促進するために毎年実施しているもので、実習生は職員の指導のもと、パソコン
での名刺作成や簡単な入力作業、コピー用紙の補充、シュレッダー、ごみの分別
回収などを体験。日を重ねるごとに作業の効率や正確性が向上し、最終日には職
員から実習終了を惜しむ声も聞かれました。 

都内ハローワークを通じて 
就職した精神障害者の状況 
（東京労働局発表資料より） 

基調講演の様子 
NTT東日本関東病院 

秋山剛氏 

シンポジウムの様子 
事例報告に対し、秋山氏が 
コメントを加える形式で 
進められました。 

オフィス内で職員と机を 
並べてパソコンの入力作業を 

行いました。 

精神障害者就職状況（東京都） 800 
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基調講演「メンタルヘルスの最前線からみた 
職場適応の課題と展望」～医療の現場から～ 

精神障害者の就労を促進するために 

シンポジウム 
「精神障害者の雇用継続支援の実際」 
～仕事の現場から・行政の現場から～ 

【問い合わせ先】産業労働局就業推進課 
　　　　　　  　103-5320-4663

知的障害者が都庁で職場体験実習を実施！ 
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☆セミナーの募集は、全て申込み先着順です。定員に達した場合は、申込み受付を終了いたしますので、あらかじめご了承ください。 
☆ＴＯＫＹＯはたらくネット（http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/）からも申込みができます。 

職業能力開発センター　4月入校生募集 

労働相談情報センターの労働セミナー 

男女共同参画への取り組みに向けて 

人材の獲得と定着のための！ 
パートタイマーの雇用管理実務 
最近の相談事例に学ぶ 

労使トラブル防止＆解決のヒント 

労使間のトラブル解決制度を学ぶ 

労働法セミナー 

「労働紛争解決」の今後をともに考える 
労働審判制度の動向 

学んで活かしてトラブル防止！ 
労働判例セミナー 

労働判例を学ぶ 

労働問題としての介護労働 

中小企業の労働保険・社会保険 

日時 セミナー名 講師 場所 定員 申込み先・問い合わせ先 

２月５日（火）・ 
１２日（火）・２１日（木） 

２月２２日（金） 

１月２３日（水） 
２月４日（月） 
１月２２日（火） 
　　２８日（月） 

１月２９日（火）・３１日（木）・ 
２月５日（火）・７日（木）・ 

１２日（火） 
２月６日（水） 
１３日（水） 

２月５日（火）・７日（木）・ 
１２日（火）・１４日（木） 

１月２９日（火） 
２月１日（金） 
１月２8日（月） 
３０日（水） 

１月３１日（木） 
　　 ２月７日（木） 

１８時半～ 
２０時半 

１３時半～ 
１６時半 

１８時１５分～２０時半 
2/4のみ18時半～ 
１８時半～ 
２０時半 

１８時半～ 
２０時半 

１８時半～ 
２０時半 
１８時半～ 
２０時半 
１４時～ 
１6時 
１８時半～ 
２０時半 
１８時半～ 
２０時半 

十文字学園女子大学 
社会情報学部 

教授　橋本　ヒロ子氏ほか 
人事労務コンサルタント 
工藤　裕二氏 

弁護士　園部　洋士氏ほか 

日本大学法学部 
教授　林　和彦氏ほか 

弁護士　久保内　統氏 

法政大学法学部 
講師　水野　圭子氏 
介護福祉ジャーナリスト 
田中　元氏ほか 
社会保険労務士 
　須田　圭一氏 

弁護士　君和田　伸仁氏 

弁護士　江上　千恵子氏 

中央区役所８階 
大会議室 

渋谷区立 
勤労福祉会館 
東京しごとセンター 
地下講堂（飯田橋） 
南部労政会館 
第５・６会議室 

南部労政会館 
第５・６会議室 

南部労政会館 
第５・６会議室 
江東区 

亀戸文化センター 

国分寺労政会館 

国分寺労政会館 

八王子労政会館 

１００名 

６０名 

１５０名 

１００名 

1２0名 

１００名 

１００名 

１００名 

１００名 

１００名 

労働相談 
情報センター 
飯田橋 

労働相談 
情報センター 
大崎 

労働相談 
情報センター 
亀戸 

労働相談 
情報センター 
八王子 

労働相談 
情報センター 
国分寺 

03-5211-2200

03-3495-4915

03-3682-6321

042-323-8511

042-643-0278

■職業能力開発センターでは４月入校生の募集を開始します。 
◆募集科目　※全科目について、教科書代・作業服代は自己負担と

なります。 
Ⅰ一般昼間 
[おおむね30歳以下]＜2年＞機械加工 
[高卒程度]　　　　＜1年＞建築設備、広告美術など18科目 
[高卒程度おおむね30歳以下] 
　　　　　　　　＜2年＞メカトロニクス、自動車整備工学など5科目 
[高卒程度おおむね30歳以下] 
　　　　　　　　＜１年＞建築設計、電気工事など12科目 
《以上の科目については授業料年額115,200円、入校選考料
1,700円がかかります。》 
[25歳未満]　　  ＜1年＞若年者就業支援（3コース） 

[一般]　　  ＜6ヶ月＞配管、ビルクリーニング管理、 
　　　　　　　　　　　　 介護サービス、福祉調理など27科目 
[35歳以上]＜3ヶ月＞パソコン実践 
Ⅱ高年齢者（おおむね50歳以上の方） 
昼間：＜6ヶ月＞ビル管理、ホテル・レストランサービスなど10科目 
　　　＜3ヶ月＞施設警備 
　　　＜2ヶ月＞ビジネスリフレッシュ 
夜間：＜6ヶ月＞ハウスサービス（2コース） 
　　　＜3ヶ月＞ビル設備管理（2コース） 
《以上の科目については授業料・入校選考料ともに無料です。》 
◆選考日　2月13日（水）・14日（木）・15日（金）のいずれか 
◆申　込　1月7日（月）～2月1日（金）に住所を管轄するハロー

ワーク又は各職業能力開発センターへ 
【問い合わせ】産業労働局能力開発課　103-5320-4716

職業能力開発センター　〔在職者向け〕キャリアアップ講習 
■職業能力開発センターのキャリアアップ講習１月受付分 
　現在働いている都内在住又は在勤の方を対象に、夜間や休日に実
施する仕事に役立つ短期講習 

◆講習　よくわかる電気工事士【府中校】 
　　　　高年齢者のための財務会計（勘定奉行）【高年齢者校】 
　　　　ＡｃｃｅｓｓＶＢＡによるプログラミング【府中校】 
　　　　等全5コース   
◆費用　授業料6,500円　ほかに教科書を各自購入 

　往復はがきは1月8日（火）（消印有効） 
　　 は1月10日（木）までに必要事項を書き直接実施校へ 
インターネットは1月10日（木）までに下記　　から申込 
講習内容・日程･実施校の詳細は、 
　  http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/か 
　　 情報サービス　03-3820-1200（       番号12345）にて 
【問い合わせ先】産業労働局能力開発課 
　　　　　　  　103-5320-4719

〔若者就業支援プロジェクト〕参加者募集 
■今年度の若者就業支援プロジェクトに選定されたＮＰＯ法人等が
実施する事業への参加者を募集しています。 

※若者就業支援プロジェクトとは、若者の就業支援事業について、
ＮＰＯ法人等から事業の企画提案を募集し、選定された事業に対
して東京都が経費の一部を助成する事業です。 

①「青年と親が立ち上げるお弁当屋さんと親たちの相談会」 
　1月25日（金）・2月22日（金）各40人　弁当代500円 
〔申込〕ＮＰＯ法人ＳＥＰＹ倶楽部 
　　 　103-3942-5006 
　　 　　  http://www.toshima.ne.jp/̃nposepy/ 
②「“好きなこと”を高齢者介護に生かそう事業」講習会 
　1月22日（火）　若者40人とその親20人　参加費無料 

〔申込〕ＮＰＯ法人ほっとステーション 
　　 　103-5272-5550 
　　 　　  http://www.hothot.org/ 
③「脱フリーター・ニート講習」 
　2月13日（水）～27日（水）（連続12日間） 
　18～35歳位までの若者20人 
　参加費22,000円（交通費・キャンプ費3,000円は別途負担） 
〔申込〕ＮＰＯ法人ワーカーズコープ 
　　 　103-6907-8037 
　　 　　  http://blog53.fc2.com/workerscoop/ 
【問い合わせ先】上記の各ＮＰＯ法人または産業労働局就業推進課 
　　　  　　　　103-5320-4720

HP

HP

HP

HP

HP

申 
FAX

FAX BOX
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〔求職者向け〕東京しごとセンターのセミナー・講習 

〔求職者向け〕東京しごとセンター多摩のセミナー 

☆東京しごとセンター　　から一部のセミナーの申込みが可能です。　　 http://www.tokyoshigoto.jp/ 
☆会場は東京しごとセンター：千代田区飯田橋３－１０－３（一部を除く） 

これから再就職を考えている、現在再就職活動に苦労している方を対象に、
「成功するための転職活動」「効果的な応募書類の作り方」「すぐに使え
る面接技法」「転職市場と効果的な仕事の探し方」など、１日のセミナー
でポイントをわかりやすく解説します。  
◆会場：城東職業能力開発センター江戸川校人材育成プラザ 

10時～12時：再就職市場の動向と多様な働き方についての講演  
13時～15時：「多様な働き方を実現している再就職者による経験交流」「在
宅ワークの就業体験仕様説明会」（いずれか選択）  
※「在宅ワーク就業体験」のみのお申し込みも可。詳細はＨＰを参照。 

「面接で大切なことって何でしょう？」「採用担当者が知りたいことはどんな
こと？」「面接が終わった後は何をするの？」今日から使える「面接技法」を
基本から確認しましょう。必ず面接が得意になります！ 

自分の言いたいことを的確にタイミングよく相手に伝え、理解してもらうこと
で、相手に気持ちよく動いてもらうための表現力をアップすることを目的とし
た講座です。 

就活の必須要素を４日間でマスターできます。  
１日目「社会が求めるコミュニケーション」  
２日目「大人の自己分析～弱みを強みに変える！」  
３日目「応募書類作成講座」  
４日目「模擬面接」基本から実践へ！ 

就活の必須要素を4日間でマスターできます。  
１日目「就活start upセミナー」  
２日目「自己分析～自分の魅力・強みを把握しよう」  
３日目「人事が喜ぶ応募書類作成講座」  
４日目「知って得する面接トーク＆マナー」 

２日間の連続講座。「自分がわかる自己ＰＲが完成する」自己分析を徹底
的に行います。 

ビジネスマナーや職場におけるコミュニケーション能力など、就職のための
基礎的能力を体系的に一貫した形で習得します。グループワークやロール
プレイングを数多く活用した受講者参加型の講座です。実践に即したカリ
キュラムはビジネスや就活の場面で大いに役立ちます。  
◆会場：東京都労働相談情報センター国分寺事務所 

きつい面接にも強くなる。自分らしさを伝える力が身につく。どんどん練習
できる一日完結模擬面接セミナーです。 

少人数のクラス制で、クラスの仲間や担任のアドバイザーと一緒にスキル
を身に付け内定をＧＥＴしましょう！ 

★申込み・問い合わせ先：ヤングコーナー　103-5211-2851

☆会場は東京しごとセンター多摩：国分寺市南町３－２２－１０東京都労働相談情報センター国分寺事務所内（一部を除く） 

★申込み・問い合わせ先：東京しごとセンター多摩　1042-329-4524

★申込み・問い合わせ先：総合相談係　103-5211-1571

内　　　　　　　　　　　　容 日　　　　時 定員 セ ミ ナ ー 名 対象者  

内　　　　　　　　　　　　容 日　　　　時 定員 セ ミ ナ ー 名 対象者  
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２９歳 
以下 

３４歳 
以下 

（学生不可） 

女性のための再就職支援セミナー  
「女性のための1日でわかる就職活動のテクニック」 

在宅ワークって何？再就職のための“就業体験” 

求職活動支援セミナー  
面接で一番いい自分を伝えるために！！  
＝面接官の心をつかむ「面接技法」＝ 

使える！しごと力アップ講座～表現力アップ編 

「就職コミュニティ」～仲間と一緒に就活を進めよう！ 

「リチャレ就活倶楽部」  
～就職のための基礎力を養おう！～ 

「就活倶楽部」～就職のための基礎力を養おう！～ 

自己分析実践パック 

模擬面接セミナー 

「就職基礎能力速成講座」  
～厚生労働省「ＹＥＳプログラム」認定講座～  

  
※高校、大学等の学生は対象になりません。 

１月１７日（木） 

１月２６日（土） 

１月８日（火）～  
２月１５（金）  
（火･金）全１２回 

１月２２日（火）  
～２５日（金） 

１月１５日（火）  
～１８日（金） 

１月８日（火）  
～９日（水） 

１月１１日（金） 

１月２１日（月） 
～２５日（金） 

１３時～  
１６時 

１３時～  
１６時 

１３時～  
１６時 

１３時～ 
１６時 

１３時～  
１６時 

１３時～  
１６時 

１３時～  
１６時 

９時半～  
１６時半 

５０名 

１月２９日（火） １０時～  
１５時 

８０名 1月２８日（月） １３時半～ 
１５時半 

８０名 

３０名 

１４名 

１５名 

１５名 

２２名 

２２名 

３０名 

①１日目「就活ベーシック」就活の進め方や自分の隠れた経験や
長所の探し方から、応募書類の作成のポイント。  
②２日目「就活アドバンス」採用担当者の選考ポイントや面接で
のマナーなど。  
※1日だけのご参加、両日のご参加、どちらでも結構です。 

就職活動における課題・問題点の整理、自己分析と自分の強み
発見、自分に合った求人情報の探し方・売り込み方・採用担当者
に評価される応募書類の書き方、自分を上手に表現できる面接
の受け方、面接ロールプレイング等も織り交ぜた参加型講習。 

高年齢者を取り巻く労働市場の現状と人材ニーズの分析、採用
担当者に評価される応募書類の書き方、自分を上手に表現できる
面接の受け方等、就職活動のノウハウをわかりやすく解説。 

働く女性を取り巻く環境を理解するとともに、自分らしい仕事の選
び方、成果を出す就職活動の進め方を学びます。  
  
◆会場：国分寺エルホール（ＪＲ国分寺駅ビル８階） 

３４歳以下 
 
 

30～54歳 

55歳以上 

これから 
働く女性 

就活セミナー 
「ベーシック＆ 
アドバンス」 

１日で学べる 
再就職活動の 
テクニック 

１日でわかる 
就職活動の 
テクニック 

１日で学べる 
再就職活動の 
テクニック 

全年齢 
女性 

全年齢 

３０歳～ 
５４歳 

再就職を希望する女性を対象に
就職活動のノウハウやパソコンス
キルの能力開発実習、職場体験
までをセットにしたプログラム  
  
※対象：ワード・エクセルを使った
文書や表の作成ができる事務職
経験者で、６ヶ月以内に再就職を
目指す方 

◆職場体験先での
実習あり  
◆パソコンテキスト
代実費負担 
◆１歳から就学前
の幼児に無料託
児あり（要予約） 

１月１５日（火）（消印有効）  
所定の応募書類を郵送（面接あり）  
東京しごと財団総合相談係  
〒１０２－００７２千代田区飯田橋３－１０－３へ 
※詳細はＨＰ参照  
(問い合わせ先)  
総合相談係03-5211-1571

★郵送申込またはその他のセミナー 

内　　　　　容 日　　　時 定員 申込み先・問い合わせ先 セ ミ ナ ー 名 対象者  

「女性の再就職サポートプログラム  
「第４回営業事務コース」 

２月１２日（火） 
　～２５日（月）の  
間で１０日間 

１０時～  
１６時 ２５名 

２５
歳
〜
５０
歳 

女
性 

①１月 
１７日（木） 
②１月 
１８日（金） 

１０時～ 
１６時 各３０名 

１３時～ 
１７時 ５０名 

５０名 

５０名 13時半～ 
16時 

13時半～ 
16時半 

１月２３日 
（水） 

１月３０日 
（水） 

１月１０日 
（木） 

セミナー名 内 　 　 　 　 　 容 日　　時 定員 対象者 

※セミナーの参加にあたり、東京しごとセンター
利用登録に未登録の方は、当日東京しごとセ
ンターの利用登録をしていただきます。 

株式会社メリット・ケー 

1 2192007 2 1 1 2 2 4

1 8 5 9

オリンピックを東京に ,  
2 0 1 6 年！ 


